
(様式第 15 号)

我孫子市新廃棄物処理施設整備運営事業
非価格要素提案書

入札参加者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※１　受付名称は本市より通知された参加資格審査結果通知書に記載されている受付名称を記載すること
※２　入札参加者名は正本のみ記載し、副本には記載しないこと
※３　各設問に対する提案内容を記載すること
※４　記載に当たっては可能な限り過去の実績等を踏まえ、実例を示す等具体的に説明してください
(様式第 15 -1号)
・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
	１．安定稼働が可能な施設
　(1)事業実施体制
　①業務の実施体制

	【設問】

設計・建設・運営の各段階における業務実施体制、人員管理体制について説明してください。
また、リサイクルセンター（2025年度末稼動予定）とのごみ処理機能（リサイクルセンター処理残渣の運搬・受入 等）や不測の事態が生じた場合のリサイクルセンターとの連絡・協力体制に対する考え方を説明してください。 


(様式第 15 -2号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(1)事業実施体制
　②事業の実施、バックアップ、サービス体制

	【設問】

応募者を構成する各企業の設計、建設、運営段階における役割分担と責任分担（SPCの出資構成等）について説明してください。また、事業の信頼性を担保するためのバックアップ体制、サービス体制を説明してください。


・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15 -3号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(1)事業実施体制
　③事業者によるセルフモニタリング

	【設問】

設計・建設・運営の各段階における応募者自らのセルフモニタリング方法、運営マニュアル見直し、マニュアルの周知徹底等の業務改善方法、本市が行う業務モニタリングへ支援・協力方法を説明してください。


・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-4 号)
	１．安定稼働が可能な施設
　(2)安全・安定処理
　①ごみの搬入管理

	【設問】

車両の誘導方法について説明してください。
プラットホーム内の配置を説明してください。
また、危険物及び処理不適物の搬入防止のための搬入管理方法についても説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-5 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(2)安全・安定処理
　②施設の運転計画

	【設問】

他施設における運転管理実績を踏まえ、計画処理量に基づく本施設の保守管理、修繕等を考慮した年間運転計画を説明してください。
また、ごみ量、ごみ質が変動した場合でも安定的かつ効率的にごみ処理及び発電を行うための施設上の工夫について、処理能力曲線、過去の納入実績等を示し、説明してください。


・Ａ4版　2枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-6 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(2)安全・安定処理
　③安全な動線計画

	【設問】

施設全体及び施設内の配置計画や動線計画（搬出入動線、見学者動線等）について、搬入者、見学者に対する工夫を説明してください。
また、既設粗大ごみ処理施設、リサイクルセンター（2025年度末稼動予定）への搬入出動線に対する工夫（車両の渋滞を防止するための出入口の配置や車両待機場所の確保 等）も説明してください 。


・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-7 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(2)安全・安定処理
　④事故・トラブルの未然防止対策、事後対策

	【設問】

過去のトラブル実績を踏まえた技術改善（停止トラブル事例等とその改善内容）等を示し、信頼性、耐久性及び安定性を確保するために、本事業において採用するシステムを説明してください。
労働災害防止のための作業環境保全対策について説明してください。



・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-8 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(2)安全・安定処理
　⑤事業の安定性を図るためのリスク管理

	【設問】

20年間の収支計画と不測の事態が生じた場合の資金確保方策について、説明してください。

また、リスクアセスメント全般に係るリスクの抽出と評価、対応策、当該リスクに起因して加入する保険（保険種目、契約者、被保険者、保険金額、適用範囲等の特記事項）について、具体例を挙げて説明してください。


・Ａ4版　1枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
・別添で事業収支表（様式第15-8①、15-8②号）を添付すること
(様式第 15-9 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(3)長期稼働
　①長期使用可能な施設のための工夫

	【設問】

本施設で35年間以上安定して処理するためのメンテナンス性を向上するための設備上の工夫（メンテナンス動線、補修工事の作業性等）について説明してください。

本施設を35年間以上使用するための維持管理計画について、PDCAサイクルを踏まえて説明してください。また、機器の重要度を踏まえた延命化計画策定の考え方、補修計画をご説明ください。


・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-10 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(3)長期稼働
　②運営期間終了時の引継ぎ方法等の工夫

	【設問】

運営業務終了時の引継ぎ方法、管理データの引継ぎ内容、本市又は引継ぎ者に対する支援内容について説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-11 号)

	１．安定稼働が可能な施設
　(4)工事計画
　①安全かつ円滑な工事実施のための工夫

	【設問】

全体工事工程、施工計画、現場管理体制、工事車両の動線を説明してください。
また、稼働中の施設に対する工事中、運営中の配慮策、連携方策について説明してください。


・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-12 号)

	2．環境負荷の少なく、周辺環境と調和する施設 
①公害防止対策（排ガス、騒音、振動、低周波音、悪臭）


	【設問】

公害防止対策のための施設の運転管理方法について、要監視基準、停止基準（保証値）、並びに騒音、振動及び低周波音の環境保全基準設定の考え方、各基準の運転管理への活用方法について説明してください。
また、薬剤噴霧方法（量・頻度等）等排ガス中の水銀除去方法について、処理プロセス、発生濃度、薬剤噴霧量、除去率等の考え方と工夫を説明してください。
法改正に伴う新たな規制が設けられた場合等、市が新たに行う環境保全対策に対し、運営事業者としての支援の考え方、方法について説明してください。


・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15 -13号)

	2．環境負荷の少なく、周辺環境と調和する施設 
②周辺施設への配慮


	【設問】

工事中及び供用中の周辺施設への影響の低減策の工夫について説明してください。
また、「我孫子市緑地等の保全及び緑化の推進に関する条例」、周辺からの眺望、隣接する施設からの圧迫感の低減を踏まえ、外観デザイン、屋外緑化計画について説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-14 号)

	2．環境負荷の少なく、周辺環境と調和する施設 
③温室効果ガス排出量低減対策


	【設問】

補助燃料、副資材、購入電力の使用による温室効果ガス排出量を示すとともに、温室効果ガス排出量を削減するための工夫を説明してください。
温室効果ガス排出量の根拠として年間の運転計画を踏まえた発電電力量、使用電力量、余剰電力量を示すとともに、余剰電力量を最大にするための工夫を説明してください 。
（１）温室効果ガス排出量及び使用量削減のための工夫（Ａ4版　1枚）
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合計温室効果ガス排出量計（計①-②）



項目



-

基準ごみ

-

単位

※1 助燃料の種類と使用量の内訳を記述してください

※2 ごみ量は年間計画処理量として算出してください

※3 ごみ由来の温室効果ガス排出量は含めないものとします

※4 助燃料、電力からの温室効果ガス排出量の算定に当たっては環境省HP「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」関連資料集

温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.3.2) (平成30年6月) を参照

※5 必要に応じて枠を増やすこと

※6 電力全使用量は、リサイクルセンターの使用量を除いたものとします


（２）発電電力量、使用電力量、余剰電力量の算出根拠、余剰電力量を最大にするための工夫（Ａ4版　1枚）
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※1 電力全使用量は、リサイクルセンターの使用量を除いたものとする

※2 記入内容は様式第13-12、13-17号と整合を図ること。




・Ａ4版　2枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-15 号)

	3．市民に信頼される開かれた施設
　①情報公開に関する方法


	【設問】

処理の実績や環境保全基準等の施設情報の公開方法、手段について説明してください。また、基準を超過した場合や事故等における情報公開に関する本市への支援内容について説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-16 号)

	3．市民に信頼される開かれた施設
　②環境学習方策への工夫


	【設問】

啓発機能全体の基本的な考え方、見学者ルート、啓発設備の概要及び設備上の工夫、見学者への安全対策について、説明してください 。

また、リサイクルセンターの普及啓発機能（再生工房や展示）との連携方法、見学者への安全対策について説明してください。


・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-17 号)

	3．市民に信頼される開かれた施設
　③地域への貢献


	【設問】

地元（本社又は本店が我孫子市内にある企業）に対する発注予定金額の入札額に対しする比率（建設・運営段階それぞれ）を提示のうえ、整備事業及び運営事業における地元企業の参加機会の提供について説明してください。
また、その他の地元地域への貢献内容について説明してください。
（１）整備事業における地元企業への発注予定金額
業種
企業名
発注内容
発注予定額
備考
円
円
円
円
※構成企業、協力企業が地元企業である場合、企業名は匿名にすること。
※三次下請けまでを記載する。
※地元企業から地元企業へ発注する場合、下請け発注予定金額を差し引いた額を記載する（発注　金額を重複させない。）。
（２）運営業務における地元企業への発注予定金額

業種
企業名
発注内容
発注予定額
備考
円/20年
円/20年
円/20年
円/20年
※構成企業、協力企業が地元企業である場合、企業名は匿名にすること。
※三次下請けまでを記載する。
※地元企業から地元企業へ発注する場合、下請け発注予定金額を差し引いた額を記載する（発注　金額を重複させない。）。



・Ａ4版　2枚以内
・文字の大きさは10ポイント以上とすること
・別添で様式第15-17①号を添付すること

(様式第 15-18 号)

	4．災害に強い施設
①水害対策


	【設問】

施設内浸水時の早期復旧のための設備上、運営上の工夫について、施設の強じん化、用役管理、従業員や来場者の安全確保、バックアップ体制（親会社のバックアップ、部品等の調達、他事業者の連携等）の観点から説明してください。
また、焼却残渣やごみの流出を防ぐための設備上の工夫、施設が浸水した場合の設備上、運営上の対策について説明してください 。



・Ａ4版　2枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-19 号)

	4．災害に強い施設
②非常時における二次災害防止策


	【設問】

非常時における停止状態への移行方法について、説明してください。
災害時（水害、地震、火災、停電、故障、その他緊急事態で各々の事象毎別に）の管理体制、連絡体制、運転体制及び運転方法について、説明してください。
また、緊急時の指揮命令、連絡体制及び訓練体制について説明してください。


・Ａ4版　1枚以内

・文字の大きさは10ポイント以上とすること
(様式第 15-20 号)
・Ａ4版　1枚以内
	4．災害に強い施設
③災害廃棄物受入・処理のための方策


	【設問】

災害廃棄物の受入可能範囲及び処理方法についてご説明ください。
また、本市への協力内容及び災害廃棄物処理に関して、設備上の工夫について説明してください。


・文字の大きさは10ポイント以上とすること
受付名称【　　　　　　　】









